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「
岡
戸
町
ト
戸
闘
方
で
、
残
っ
た
企
業
が
省
力
に
リ
ー
ド
さ
れ
る
財
界
団
体
そ
の
人
た
ち
が
頑
張
っ
て
働
そ
の
金
額
を
各
種
補
助
金
や
が
る
の
に
、
財
政
再
建
が
で
本
環
境
基
準

広

ま

っ

て

い

る

。

し

か

し

、

政

支

出

力 

ト
こ
よ
っ
て
字
国
民
の
笈
こ
立
つ
。
税
負
担
が
増
加
す
れ
ば
、
そ

所

得

税

減

税

は

、

ー

』

た
財
源
は
減
税
で
民
聞
に
積
極
財
政
の
意
義
は
そ
れ
れ
と
同
額
の
支
出
増
が
あ

習
う
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
る
。
議
の
民
間
議
員
に
よ
る
「
財
l
ピ
ス
や
社
会
資
本
分
だ
け
見
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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「
倹
約
型
」
の
小
泉
構
造
改
革
は
結
局
、
失
業
増
大
に
よ
る
労
働
資
源
の
無
駄
遣

い
で
経
済
全
体
の
効
率
を
悪
く
す
る
。
税
制
見
直
し
で
検
討
さ
れ
る
所
得
減
税
も
、

，
か
え
っ
て
デ
フ
レ
を
促
進
し
か
ね
な
い
。
政
府
は
財
政
縮
小
よ
り
、
有
効
な
使
い
道

を
工
夫
し
て
民
間
に
カ
ネ
を
回
す
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

日
本
全
体
で
需
要
が
申
び

い
以
上
、
こ
れ
で
は
競
争 
W

結
局
バ
ラ
マ
キ
還
元
せ
よ
」
と
い
う
発
言
も
だ
け
で
は
な
い
。
民
聞
か
ら
る
。
そ
の
と
き
、
単
な
る
パ

手
の
シ
ェ
ア
を
奪
っ
て
い
る
需
要
を
抑
え
、
個
別
企
業
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
湿
川
正
取
っ
た
税
金
を
民
間
に
返
す
ラ
マ
キ
で
は
何
も
し
な
い
の

に
過
ぎ
ず
、
個
々
の
企
業
の
の
効
率
を
重
視
し
、
結
果
的
十
郎
財
務
相
も
、
七
カ
国 

過
程
で
企
業
に
仕
事
を
与
え
と
同
じ
だ
が
、
労
働
を
活
用

経
済
全
体
の

効
率
は
低
下
初
は
北
海
道
や
沖
縄
な
ど
、
模
の
縮
小
で
あ
る
。
害 
残
質
改
善
と
い
う
意
味
は
な
は
、
最
近
議
論
さ
れ
始
め
た
減
税
先
行
を
示
唆
し
て
い
働
率
も
上
が
る
か
ら
、
生
産
り
、
そ
の
上
、
働
く
こ
と
に

c

を
増
や
せ
ば
、
景
気
は
悪
く
企
業
と
失
業
増
大
と
い
う
こ
経
営
戦
略
と
し
て
の
意
味
ま
こ
は
日
本
全
体
の
効
寧
を
悪 
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財
務
相
・
中
央
銀
行
総
れ
ば
、
企
業
も
雇
用
を
増
や
す
れ
ば
、
民
間
に
負
担
培
と

・
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
極
佑
と
、
全
体
的
な
経
済
規
あ
っ
て
も
、
日
本
全
体
の
体
化
さ
せ
て
い
る
構
造
改
革
裁
会
議
後
の
記
者
会
見
で
、
す
し
、
投
資
も
増
え
る
。
稼
全
く
同
額
の
収
入
増
が
起
こ

(
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小
泉
純
一
郎
政
権
発
忌
か
公
共
事
業
で
支
え
て
き
た
面
っ
た
企
業
は
効
率
化
す
る
が
い
。
税
制
改
革
で
も
一
貫
し
て
い
る
。
効
率
も
よ
が
っ
て
く
る
。
よ
っ
て
何
か
が
生
み
出
さ
れ

聞
本
経
済
)
を
見
な
い
〕
政
策
れ
る
と
こ
ろ
は
つ
ぶ
れ
る
べ
い
勤
労
者
と
は
す
な
わ
ち
能
る
。
し
か
し
、
財
政
政
策
と
発
に
な
れ
ば
、
ヵ
ネ
が
回
り
れ
だ
け
で
き
て
、
こ
れ
だ
け

四
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こ

の
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な

構

造

改

革

を

f
川
川
刊
h
闘
で
あ
り
、
典
型
的
な
「
合
成
き
だ
と
主
張
す
る
。
関
連
業
力
の
高
い
人
た
ち
で
あ
り
、
は
、
国
民
か
ら
税
金
を
取
り
、
始
め
て
所
得
も
増
え
る
か
の
給
料
が
払
わ
れ
ま
す
と
、

ら
一
年
が
経
過
し
、
不
良
債
の
強
い
地
滅
で
広
が
っ
た
景
失
業
が
拡
大
し
、
労
働
資
源
縮
小
型
構
造
改
革
は
、
生
る
。
そ
の
中
身
は
、
所
得
税
財
政
支
出
の
カ
ッ
ト
分
を
企
業
業
績
が
上
が
れ
ば
株
る
。

権
処
理
、
特
殊
法
人
の
整
理
の
無
駄
が
抽
唱
え
て
、
経
済
会
き
残
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
の
最
高
税
率
を
下
げ
、
課
税
減
税
で
民
間
に
還
元
せ
よ
、
価
も
上
が
り
、
不
良
債
権
も
こ
の
こ
と
を
国
民
に
理
解
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・
縮
小
、
公
共
事
業
の
縮
減
と
・
圃
圃
体
で
は
か
え
っ
て
効
率
が
低
当
面
都
合
が
よ
い
。
ラ
イ
パ
巌
低
限
を
引
き
下
げ
る
と
い
と
い
う
発
言
の
裏
に
は
、
財
減
る
。
日
本
全
体
で
の
資
産
し
て
も
ら
う
子
高
に
は
、
税
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日
一
進
ん
で
き
た
構
造
改
革
は
、
吋 

て
牛
唱
圃
圃
下
す
る
。
こ
れ
で
は
「
木
(
個
ル
企
業
が
減
れ
ば
競
争
は
楽
う
も
の
で
あ
る
。
政
支
出
で
は
民
間
に
カ
ネ
が
価
値
が
膨
張
す
れ
ば
、
消
賞
金
を
集
め
る
と
き
、
そ
れ
に

崎
一
い
よ
い
よ
税
制
見
直
し
の
段
』
ロ 

国
々
の
企
業
)
を
見
て
森
(
自
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
つ
ぷ
そ
の
論
拠
は
、
所
得
の
高
回
ら
な
い
と
い
う
理
解
が
あ
も
増
え
る
。
経
済
活
動
が
活
よ
っ
て
あ
な
た
の
仕
事
が
こ

ぽ

一

階

に
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た

。
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」
に
種
に
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れ
ば
、
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ち
、
税
収
も
増
え
て
財
政
収
具
体
的
に
示
す
べ
き
で
あ
一

郎
一
供
給
効
率
改
善
の
セ
ッ
ト
と
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・
経
済
全
体
の
需
要
を
絞
除
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
一
大
阪
大
学
教
筏
一
が
本
当
の
不
良
債
権
処
理
で
れ
、
何
も
サ
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圃
り
、
失
業
毒
大
さ
せ
る
一
て
構
造
改
革
は
、
優
良
企
業
「
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還
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わ
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直
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を
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消
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税
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な
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た

と

え

ば

、

旦
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需
要
規
模
を
縮
小
し
て
資
事
つ
だ
け
だ
と
思
う
か
ら
、
一
一

が
な
い
。
失
業
を
拡
大
し
て
ま
た
、
新
た
な
需
要
創
出
一
一
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改
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し
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川
川
&
・
化
に
徴
し
た
と
こ
ろ
で
、
農
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
。
い
て
こ
そ
日
本
経
済
の
回
復
公
共
事
業
な
ど
で
民
間
に
返
さ
る
は
ず
も
な
い
。
い
っ
た
規
格
を
作
っ
て
、
軍
一
一

・
気
は
回
復
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
失
業
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
す
と
い
う
作
業
で
あ
る
。
有
効
な
使
い
道
や
電
気
製
品
か
ら
ビ
ン
や
ヵ
一
一

(
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一
り
、
大
変
わ
か
り
や
す
い
。 
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方
で
財
政
を
縮
減
し
、
市
川
川
刑
判
叫
圃
圃
不
況
が
続
く
の
は
、
企
業
を
増
や
し
て
デ
フ
レ
庄
カ
を
る
。
こ
の
発
恕
は
、
強
い
企
所
得
税
減
税
と
は
、
民
間
ン
ま
で
、
幅
広
い
製
品
の
リ
一
-
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